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1 はじめに
公共部門における意思決定が政策として形成され，公共政策
として実施される． どのような政策が望ましいかという問題は
関連する多くの集団の価値観，利害関係も異なるため， 非常に
難しい問題となる． 政策決定に際しては， 集団の評価基準とし
て住民の便益，行政の効率，公平性，平等性など様々なものが考
えられ，さまざまな制約が加わることも多い． どのような意思
決定が最も合理的かつ最適かといった問題は非常に重要である
[1]．このような“合理的かつ最適”の解を求めるには厳密な根
拠が必要である．厳密な根拠は科学的なアプローチを用いて出
さなければならない．OR(オペレーションズ・リサーチ)的な手
法はその科学的なアプローチの一種である．本研究では OR 手
法の公共政策への応用についての調査をおこなう．
2 公共政策における OR手法
OR では問題を解決するためによく数理モデルを用いる [2]．
ORでよく使われる数理モデルには以下のようなものがある．
(1)回帰分析モデル：現実世界では，相関がある事象がよく見ら
れる．例えば，経済においては，国民の所得が多くなるにつれ
て，経済全体の消費も多くなるという相関現象がある．このよ
うな相関現象を表すためによく使われる数理モデルが回帰分析
モデルである．回帰分析モデルを用いてある事象らからそれら
と関係する事象らを予測することができる．
(2)マルコフモデル：これは確率モデルの一種である．さまざま
な状態があり，かつマルコフ性を持つシステムの解析によく使
われる．マルコフ性とはいまの状態から次にどの状態へいくの
かは，いまの状態のみで決められるという性質である．例えば，
ある学生は家・学校・その他のどこかにいる三つの状態をもち，
いずれかの状態にいる．また，この学生の次の状態がいまの状
態のみで決められる (マルコフ性をもつ)とき，この学生の行動
を分析するのにマルコフモデルが適用できる．
(3)数理計画モデル：これは最適な解を求めるためによく使われ
る数理モデルである．例えば，公共部門では公共施設を作る際
に限られた予算で利用者の満足度が最も高くなるような施設を
作る問題がある．このような問題を解決するためによく使われ
るのが数理計画モデルである．
3 数値例 (マルコフモデル)
紙面の都合により本稿では (2)で示したマルコフモデルのみに
ついて病院の各ユニットの利用率を求める問題を一例として示
す．ある病院が 6つのユニット (ER，POW，SU，POU，ICU，
ECU)からなる場合を示す [3]． 各ユニットの機能は ER：救急
診療．POW：手術前の準備を行う．SU：手術を行う．POU：
手術後の一時観察．ICU：集中治療．ECU：延長治療である．
患者が各ユニットにいる状態及び退院した状態を状態区間の
要素にする．状態区間は fER=1，POW=2，SU=3，POU=4，
ICU=5，ECU=6，退院=7g となる．患者が病院における状態
遷移を図 1 に示す．患者が ER から病院に入って，状態遷移図
の矢印にしたがって各ユニットへ遷移する．最終的に“退院”の
状態へ遷移すると退院となる．
図 1 患者が病院における遷移図 (退院状態を含む)
各ユニットにおける利用率を求めるためには，“退院”の状態
を除外する必要がある．そこで，図 1における状態“退院”と状
態“ER”を一つの状態にする．“退院”状態を遷移先とする遷移
を状態“ER”に遷移させる．“退院”状態を消す．それで新たな
状態“ER”が作られる．つまり，一人の患者が退院するとすぐ
一人の患者が入院と見なすことで，ずっと“同じ”患者が各ユ
ニットの間を回すと見なすことができる．それで，新たな状態
区間 fER=1，POW=2，SU=3，POU=4，ICU=5，ECU=6g
が得られる．新たな状態遷移図を図 2に示す．
図 2 患者が病院における遷移図 (退院状態を含まない)
図 2に基づいて，各状態の定常確率 j(1  j  6) は以下の
式により求める．
j =
6X
i=1
iPij，　
6X
j=1
j = 1，　 (1  i，j  6) (1)
Pij：状態 iから状態 j への遷移率
各ユニットの利用率 Lj(1  j  6)は以下の式により求める．
Lj =
jWjP6
i=1 iWi
，　　 (1  i，j  6) (2)
Wi：状態 iにおける平均待ち時間 (単位：時間)
Pij(1  i，j  6)，Wi(1  i  6)の値はそれぞれ以下の遷移行
列 P と平均待ち時間ベクトルW により与えられるときの数値
例をここより示す．
P =
26664
0:25 0:32 0 0 0:38 0:05
0 0 1 0 0 0
0 0 0 1 0 0
0 0 0:06 0 0:94 0
0 0 0:02 0 0 0:98
0:88 0 0 0 0:12 0
37775
W = [4:5 2:4 6:8 4:4 36:7 118:0]
式 (1)と (2)により計算する.各ユニットの利用率ベクトル
L = [0:03 0:01 0:02 0:01 0:21 0:72]
と求めることができる．
これより，L5 = 21%，L6 = 72%となる．つまり患者は最も
滞在する時間が長いのはユニット ICUとユニット ECUである
ことが分かる．したがって，この二つのユニットは最も患者が
集まるところだと分かる．ゆえに，病院はこの二つのユニット
に対して，定員オーバー起こらないように十分の用意が必要だ
と考えられる．また，この二つのユニットに人手を多く回すこ
とも必要であると考えられる．
4 おわりに
本研究では OR 手法の公共政策への応用についての調査をお
こなった．公共政策における OR手法および OR手法の公共政
策への応用例をいくつか示した．公共政策を作る際に OR 手法
を用いることにより，有用な結果を手に入れることができると
分かった．また，数値例としてはいくつかの問題を解いた．今
後の課題としては新たに現れる公共政策問題への OR 手法の応
用に関する研究があげられる．ほかにコンピュータ技術の進歩
につれて現れる新たな OR 手法への研究も課題となると考えら
れる．
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